











(Novel Chiral lanthanide complexes: Chiral lanthanide shift 
reagents in aQueous and organic solvents and their crystal and 
solution structures) 





































X線結晶解析により明らかにした。また溶液中での、 NMRとES卜MSにより、軽希土錯体はオ 1)ゴマー 、
重希土錯体はそノマーとして存証していることが示唆された。溶液穫が金属イオンの種類により異なる例
は、非常にめずらしい知見である。
よって、本論文は同士(理学)の学位を授与するに値すると審査した。
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